
 

 
 

＜参加メンバー＞ 9 人 （男性 5 人，女性４人）      ＜天 候＞ 晴れ  後，ややぱらつく程度の小雨    

＜ コ ー ス タ イ ム  ＞ 

 8:30 南海バス/河内長野駅前 集合 ～ 

9:15 南海バス/金剛山ロープウェイ前着 

9:25 伏見林道登山口 ～ 9:38 寺谷分岐 ～ 10:49 岩屋文殊 

～ 11:36 着/12:07 発 ちはや園地（昼食/自由時間）～ 

12:15 大阪府最高点 ～ 12:37 葛木神社（金剛山最高点） 

～ 12:45 山頂広場（集合写真） ～ 13:45 金剛登山口 ～ 

14:21 南海バス/金剛登山口発 ～ 14:50 南海/河内長野駅 

（解散） 

 

＜ 山 行 の 概 要 ＞ 

新緑の季節に近場で四季の花の山としても有名な金剛山を巡った． 

登りは金剛山ロープウェイ前の伏見林道から入って沢筋を辿る 

寺谷ルート， 下りは単調な階段続きのしかし金剛登山のメイン 

ルートである千早本道． 

道中，寺谷の谷合でまた稜線伝いの遊歩道でそれなりに季節の花 

を楽しむことができた． 

予報では必ずしも好ましい天気ではなかったが，下山初めのぱら 

つき始めた雨を掠めた程度で，全行程を新緑のなか快適にハイキ 

ングできた．

 
 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   

                                                                                                                                                                       

                                                                                                                                                                                                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                          

    

  

 

 

 

 

５月度 ４人一組例会山行 

新緑と花の季節に巡る  金剛山 

                     

 

 
 

 

2023 年 5 月 13 日（土） 

3. 寺谷へ分け入る 2. 最初は緩やかな林道 1. 伏見林道から登る 

4. 花の名前は？ 

６. 花ガイドと見比べ ５. 寺谷の急登 7. 千早のトチノキ 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. 寺谷の沢沿いを登る 12. ヤマブキソウだったか？ 

8～10. 種類が多過ぎてついていけず 

13. よく似た黄色い花 

14～17. 白い花 4種 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18. 寺谷を抜けて岩屋文殊へ 19. ちはや園地への遊歩道で 20. 新緑の遊歩道 

21. 山ツツジも見頃でした 22. 花弁（或いはガク？）の多い黄色い花 23. シャクナゲも残っていました 

24. ちはや園地のミュージアムを覗く 25. 大阪府の最高点（1,053m） 26. 葛城山も紅色に染まって見えた 

27. 金剛山の最高点は奈良県側です 28. 集合写真 

29. 千早本道の階段をひたすら下山    

30. 有志で打上げ         

■ こんなルートでした 


